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会
計
え
は
例
人
か
っ
利
片
山
を
付
て
、

一
同
け
戸
い
1
1
工

不

え

斗

一

k
l
f
J
V
丘
m

的
指
山
口
氏
J
び
会
社
f
メ
、
ジ
に
対
守
る
思
影
響
を
り
え
た

ζ
t張
L
、
必
標
権
在
侵
害
す
る
責
任
こ
し
て
、
J

切
週
前
に
お
け
る
佼
江
口
情

恨
の
材
不
、
長
谷
川
内
品
の
販
売
及
び
こ
れ
に
笥
P
L

江
宇
佐
い
斗
d

ず
る
七
為
の
J
A
J
H
め
こ
損
b
i
l

胎
催
を
求
め
て
訴
訟
を
花
担
L
1乙。

f
F而
市
第

中
殺
人
民
法
院
は
、
ま
ず
、
易
地
社
は
電
ナ
向
山
間
引
サ
ド
一
ス
－
U
廷
供
者
こ
し
て
ネ
ァ
ト
九
二
日
y
ブ
と
の
契
約
ば
係
ピ

北
川
っ
き
出
↓
山
取
引
に
宮
内
示
Jる
情
印
を
伝
達
す
る
の
み
で
あ
れ
、
雨
空
す
説
明
す
る
に
際
［
て
木
件
出
保
守
使
用
FJ
る
行
誌
は
し
対
趣
社
に

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

よ
る
行
為
と
は
認
め
ら
れ
以
レ
と
し
た
し
次
に
、

オ
d
1
r

一
正
不
y

h

i

シ
ォ
ソ
ソ
一
上
っ
こ

l
j
I
v
l
：

～

；

〈

干

の
俣
市
γ
什
清
報
伝
達
行
為
に
つ
い
て

ア
ヴ
ソ
ロ

l
v
去
、
到
す
に
商
υ山

ン

）~ 

る
能
i J 

た
＼ 

f古
城
すら

巨
体え，
制
察
「
れ
；主

z、

〉／

ヨ
ツ

プ

る
ー
斤
様
作
川
Y
I
口
行
為

br知
っ
て
い
る
「
推
山
ん
す
る
h

と
が
で
＃
ず
、
支
い
い
が
為
る
ー
し
す
る
こ
と
は
で
き
t

な
い
と
し
た
）
さ
ら
に
、
本
件

の
陽
台
、
ド
リ
的
七
ば

刀

？ヰ

十ァ

ヒJ
H 

↑f 
Hヲ
被
疑
桜
羽j

T呈ユヒ：
i合j
門

及乙に
悶
l以

情
i技
巧J

!DI 
~~ 
不
公

すし
て

)J 

iこ

れ

つのけ明
λ

背
中
削
除
レ
芯
、
日
二
と
し
て
も
、

と
れ
を

1
f
L円
骨
組
計
い
が
よ
凶
接
に
一

一
月
一
千
百
忙
の
同
一
結
権
合
侵
圭
し
た
と
は
訟
め
ら

れ
な
い
〉
判
断
し
た
c

の
行
為
が
雨
悼
決
実
施
築
制
斗
〈
）
名
、

号
に
一
止
め
る

「
故
品
川
に
他
人
の
一
－
同
様
桟
μ
比
百
行
為
に
保
管

阜一五
u
J
、守

ま
た

隠
院
す
の
便
利
条
件
い
を
抗
供
ず
る

r
い
う
F

什
れ
権
侵
行
r
k
為
に
必
υ

「
司
令
乙
い
う

叫
ー
の
王
張
に
対
、
J

て
ー
な
一
、
裁
判
所

は
、
寸
灼
原
付
が
け
初
志
淵
上
に
お
い
一
L

知
的
問
一
洋
法
保
湾
十
4

1十日
L

t

ゼ
公
開
し
て
お
り
、
注
告
義
務
を
m木
ナ
1
1

て
い
る
こ
と
、
易
趨
約
で

成
引
さ
れ
て
い
る
併
が
の
設
が
膨
大
で
あ
り
、
易
相
一
社
お
こ
れ
ら
の
説
f

叫
に
つ
い
て
す
べ
て
事
前
に
梓
査
ー
が
け
官
す
る
こ
ζ

は
刻
実
的

C
は
白
い
、
T
t
Jぐ
珂
山
刊
に

刀

け
ね
ば
uw起
剰
に
お
け
る
本
件
目
際
か
泊
さ
れ
た
荷
ふ
が
ず
ペ
〈
偽
注
品
で
占
め
る
と
出
切
で

き
な
レ
川
以
ャ
ー
、
附
件
υ
法
定
花
条
例

τン
条
い
T
J

に
基
り
く
一

ド
川
川
川
訓
い

る
」
一
と
は
で
、
ぎ
な
い
と
判
断
し
た
し

（！メ人民半、 Gi ＇ス2"3'G49 '20i0 ~， 



r日

必
お
、
荒
円
は
、
そ
の
心
待
応
訴
さ
れ
、
住
訴
行
に

b
い
て
、

一
月
二
A

ヨ
札
は
易
辿
μ
パ
ー
の
規
定
で
あ
J

る
「
知
的
川
問
屋
佐
保
設
l

ハザ

法
」
片
山
民
る
い
慣
ι
古
商
品
通
知
千
絞
を
交
け
人
れ
、
日
目
Jd汁
は

一
日
二
い
れ
仕
の
通
知
に
対
1

〕
迅
速
に
対
叫
す
る
ご
と
を
約
来
す
る
こ

J、
円問

／午、山門

h
W
Y
7
L
た
和
解
が
成
止

L
でわ

ハ。
裁
叶
1
M
川
：
下
｜
二
ひ
っ
六
4
1
｛
ヌ
↓
／
古
村
主
ム
社
斗
ペ
バ
｝

ト
イ
ツ
法
人
ヨ
汀
牛
久
〆
社
は
図
形

本
件
降

ヰ皇

の
科
寸
録
商
標
住
者
で
丸
ゎ
、

t
h
叫
ん
打
リ
ペ
門
人
未
ネ
ソ

P
ワ
l
ケ
釘
辺
公
寸
戸
川
川
ト
、

淘
｛
十
社
）
は
、
不
J

ド
通
信
山
政
売
と
イ
〆
タ
l

ネ
ソ
ー
令
オ

l
夕、
J

ヨ
〆
H
r
1
内
ー
淘
宝
綱
ヘ
J

々
を

5
z
c
r
P
5
2
E）

を
述
、
円
し
、
出
件
。
戸
A

一
般
消
費
高
慌
て
会
主
J

般
泊
費
者
間
）

心
古
了
商
取
引
の
情
報
サ

1
ピ
え
と
件
以
術
サ
ボ
ー
を
提
仰
い
ヲ
る
会
社
で
あ
る

τ戸」出
K
F

社
は
、
淘
宝
糾
に
お
い
て
本
汁
丙
尽
が
付
さ
れ
た
商
品
を
取
刈
し
て
い
る
よ
ト
ァ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
匹
方
F
l
u
－一けん利行、

yF↑

の
う
ち
の
あ
る
～
不
ァ
ト
シ
泊
ソ
ブ
か
ら
や
件
凶
伐
を
付
し
た
起
動
靴
古
溝
？
へ
し
た
と
こ
ろ
、
偽
法
門
似
て
あ
る
ご
と
が
判
別
し
、
ン
ヨ
ツ

プ
JVι

ぜ品
J
L

す
る
個
人
、
i

b

こ
れ
を
ー
一
認

L
I
い
る
ヨ
ー
ジ
F
〆
社
は
、

山
間
ハ
ア
ド
に
い
川
レ
、

Y
へ
の
ナ
i
ピ
ス
川
町
供
心
作
止
な
中
小
め
ー
だ
が
、

ゐ
附
ρ
十
社
は
、
つ
〔
／
品
、
／

Y
の
商
悌
権
侵
さ
を
一
小
ト
リ
市
拠
の
妃
山
山
が
な
し
：
三
I
L

、
こ
れ
に
応
じ
位
、
か
ハ
去
v

ルニ」
J1
、一
u
H
f
J
L
戸山
f
l
押印

日
伝
の
版
元
政
策
に
日
出
れ
ば
ん
人
約
、
ν
十
一
止
規
肯
3

阿
川
上
パ
ヤ
Jhv
で
ど
三
九
戸
商
品
の
日
以
売
を
認
め
て
ιお
ら
ず

そ
も
そ
本
ネ
ソ
ト
シ
ヨ

3
y
ミ
の
販
売
を
斗
い
め
て
い
な
い
こ
と
、

駒
山
類
の
版
完
制
点
門
は
す
ヘ
亡
ニ
ハ
ロ
え
以
l
に
設
定
、
工
に
い
る
た
め
、

ス
ソ
ト
シ
ヨ
ノ
ヴ
で
一
〈
り
の
一
ぶ
以
6

の
州
地
で
阪
完
さ
れ
て
い
る
「

τ戸一
ζ
h
r
y
ニ
表
予
れ
る
刊
は
寸
へ
て
偽
治
品
で
あ
り
、
ヌ
ィ
三
〉

祉
の
商
標
持
J
V
と
佼
中
川

γ
る
こ
主
張
し
、
淘
’
川
引
は
、
ム
円
立
的
以
事
前
一
伴
在
義
務
を
怠
旬
、

T
H
H
F
H
～
〆
引
乙
刀
ら
高
間
際
権
伝
山
台

け
る
〆
エ
ビ
ち
に
辺
述
サ
イ
ト
を
削
除
す
る
と
ジ
フ
宇
佼
救
済
義
務
片
山
J
b
吐息反
L
、
y
h
U
ん
同
め
こ
れ
ら
の
シ
ヨ
ノ
ブ
に
咋
江
戸
千
的

Irサ
ボ

ド
ー
す
る
行
為
は
、
侵
害
行
為
を
い
制
政
ず
る
も
の
て
あ
る
と
し
て
、
淘
宝
社
、
己
主
の
両
者
に
対
［
門
医
者
の
だ
止
め
と
謝
罪
広
告
の
討
議
、

日記 I、江主l前：1214）日目白川什日、



こ
、
〕
亡
淘
宝
杭
に
川
け
し
て
の
み
の
の
一
わ
ニ
ん
の
船
主
一
鮎
泣
乞
詩
求

L
て
、
訴
訟
吹
妃
お
し
た
f

こ
れ
に
対
し
て
淘
｛
l
社
は
、
全
日
え
は
世
界
各
也
に
牧
仏

L
て
い
る
日
エ
モ
ヲ
ル

コ
ー
ザ
に
払
う
て
心
一
吊
了
モ
ー
凡
上
に
公
開

さ
れ
た
情
報
の
一
祥
に
コ
い
亡
事
前
に
長
査
す
る
戸
」
乙
は
投
杭
的
に
京
一
日
斗
号
、
あ
り
、
ま
た
そ
の
義
務
も
な
い
；
、
）
ド
張

L
た
υ

／
山
州
市
中
級
人
民
法
涜
は
、

Y
が
偽
定
um
で
あ
る
こ
と
を
お
り
な
が
ら
販
売
「
る
こ
と
は
ヨ
ィ
沼
〉
引
け
尚
標
権
の
伝
J

ム
口
て
あ
る
こ

4
L
V区
同
占
J

止
し
た
が
、

を
の
、
ン
コ
ッ
プ
以
外
の
ネ
ッ

f
二
一
ソ
フ
に
つ
い
マ
、
は
、
本
科
日
被
告
で
は
注
い
ト
、
め
、
権
利
一
佼
円
の
寸
民
主
ふ
γ
f
h
u

う
椛
川
叫
が
荒
川
一
ー
に
な
い
と
し
て

湘
一
～
引
が
こ
れ
ら
の
シ
ヨ
ソ
フ
の
権
利
侵
在
行
為
を
41（町市政

L
r
Lしい
h

つ
｛
さ

7
2
社
刀
、
院
を
一
点
山

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

tu
る
一
」
と
が
で
き
な
レ
と
し
た
じ

一
々
、
内
（
ト
社
、
β
Y
の
十
日
様
権
侵
半
凶
行
為
を
抗
政
し
ん
一
と
り
日
目
に
つ
い
て
、
ご
れ
士
自
｛
心
す
る
人

め
に
は
、
ン
汀
ツ
ρ

プ
に
市
浪
花
伝
の
校
内
斤

f
l

乞
抗
世
間
す
る
淘
｛
五
社
に
市
下
JH審
在
義
務
と
事
後
絞
JA義
務
が
J

め
ず
却
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
を
果
た
さ
ん
a
か
2

て
い
ー
と
を
計
別
寸
る
必
耐
ー
が
あ
る
が

勺
円
」
三
〉
刊
れ
が
こ
れ
よ
う
云
説
明
を
し
な
か
ヮ
た
こ
と

方
、
J

も
メ

も
副
拠
が
作
わ
な
い
リ

i
ピ
之
、
停
止
の
民
求
に
f
h
u
o
v

な
か
っ
た
と
し
て
も
剖
ρ下
村
に
事
段
以
済
兵
務
心
選
じ
は
が
日
午
い
と
し

f
1
淘
宝
が

に
対
す
る
H
U
H

－「F向人
f
f（
り
詰
求
を
棄
却
｛
J

打、

4 

裁
判
例
の
ま
こ
め

以
卜
「
引
す
2

上
村
～
人
一
つ
の
豆
一
件
に
心
配
い
て
、

手
i

ル
ウ
ド
旭
川
げ
苦
の
凶
…
税
法
実
施
条
例

h
O灸

一
川
寸
上
の
一
泊
接
侵
主
頁
円
以
レ
ヲ
J

丸
ソ

ト
、
ン
司
ソ
ア
川
す
こ
の
共
同
f
h

法
行
為
支
任
が
争
わ
れ
た
。
ま
ず
、
高
標
法
実
姉
条
例
ー
パ
ハ
υ
条

口
な
の
円
山
田
川
に
つ
い
て

刊
号
は
他
人
の

調
隙
怪
侵
J

百
行
為
を
切
り
な
が
ぺ
J

便
利
条
件
を
蛇
川
い
ず
る
ζ

い
う
尚
古
E

を
芸
作
い
こ
ず
る
と
こ
ろ
、
裁
判
例

は
、
モ
ヲ
ル

LL
取
引
さ
れ

る
荷
「
一
引
の
円
旦
が
膨
大
で
存
在
が
現
＋
ど
ん
げ
ん
で
は
な
一
な
こ
の
連
出
で
一
亡
ル
等
浅
山
“
お
の
事
前
審
査
義
務
を
訂
｛
た
ふ
り
2

る
こ
こ
に
よ
っ
で
、

的
立
を
存
U
劫
に
擬
制

L
な
い
〆
て
い
う
v
場
支
払
一
ゥ
ー
γ
n

月
山
市
な
zL
場
を
採
っ
た
絞
判
例
と
じ
て
、
裁
斗
例
以
上
九
外
に
、
健
ポ
ヘ
百

ω・
化

粧
品
ム
山
川
刊
の
宝
能
性
対
淘
京
社
主
下
汁
げ
か
た
る
f
－
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r日

ま
た
、
ト
ヅ
ト
ン
一
コ

f
q
J
L
屯
了
刷
段
引
の
凶
帽
を
川
町
供
ず
る
ミ
と
に
よ
る
ベ
ー
ル
恰

JhpH」
ア
ド
の
犬
同
小
法
行
為
頁
伴
が
争
わ
れ
た

裁
判
例
こ
一
一
で
は
、
羽
田
叩
怪
材
料
キ
一
ヲ
ル
等
山
古
川
村
若
心
、
出
泊
三
百
務
と
1
L

て
t

一
長
ず
ゐ
「
事
ポ
審
査
義
務
L

と
「
事
後
紋
済
霜
務
キ

J、
円問

め
f

コ
て
、

が
同
所
は
事
足
骨
長
義
務
を
基
本
的
に
f
M
H

定
仁
、

裁
判
似
て
は
者
同
川
桜
苔
が
計
拠
vT什
っ

事
後
紋
吋
義
務
に
つ
い
て
も
、

で
U
K
1
口
持
品
。
一
伯
尚
之
ぜ
特
定
L
な
、
限
打
、
そ
の
情
報
を
削
除
L
な
い
と
じ
て
も
、

一
寸
ル
悦
γ
淫
常
者
に
点
年
い
は
ヰ
じ
な

札ぃ
手こ
fl.i l, 
γ、＇ ' 
•• l 、
Y_; •; ' 

るる
c c 

C) 

fム

「

／よ

!f~ 
や

dオミ

三
〉
J

F

h
巳
白
川
マ

J

I

ス
ド
ソ
川
刑
ボ
i
ル
等
を
製
造
す
J

る
見
透
幻
対

γ
リ
パ
バ

つ
ま
打
、
こ
れ
ら
巾
置
の
裁
問
問
は
、
一
亡
l
ル
寺
山
均
打
者
の
ん
口
班
的
な
、
川
小
説
義
あ
を
ん
ヱ
函
否
定
こ
そ
し
て
い
な
レ
も
の

u
、
実
質
的

に
は
古
川
除
格
者
が
怯
害
商
υ山
C
ん
あ
る
、
一
と
を
侍
実
に
一
吐
明
し
す
は
い
限
り
モ

1
ル
等
述
骨
蓄
に
情
誠
一
一
f

川
削
除
す
る
表
以
内
げ
が
な
い
と
育
っ
て

い
る
の
に
等
し
く
、
述
知
を
そ
行
た
没
に
も
そ

1
ル
述
凶
何
者
が
J

ド
発
的
L

調
有
し
て
活
知
の
真
偽
J
ピ
ー
仲
か
め
る
行
劫
を
取
る
五
裂
は
な

い
と
川
断
し

か
な
り
限
定
さ
れ
た
、
け
意
義
務
し
ト
安
点
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
ろ
う

こ
の
よ
号
之
、
尚
照
権
侵
中
ハ
行
r
J
A
の
問
h
H闘に
J

告
だ
あ
る
一
七
1
1
i

ル
等
運
凶
rt打
者
心
烹
打
～

t
y
片
岡
山
～
決
判
例
は
、
あ
ま
り
碕
悩

的
な
J
一
駄
を
採
っ
て
い
な
い
、
主
J

に
み
え
る
次
節
で
は
、
イ
ン
ク
？
ス
ソ
ト
卜
の
仮
相
巾
閑

L
Kけ
る
E
i
ル
手
淫
ひ
苦
の
立
任
と

比
較
す
る
子
J

め
に

一、尚トー街）

運
山
一
弁
の
頁
一
什
が
問
わ
れ
た
川
同
法
判
測
を
攻
り
卜
セ
与
し
て
、
こ

現
ぃ
士
、
空
間
ケ
あ
る
従
，
人
型
の
モ
ル

の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
c

Bf; 

自由

リ
ァ
凡
内
ア
向
に
お
け
る
商
店
街
淫
付
者
心
責
庁
け
こ
の
沈
較

ロ
ハ
い
ハ
牛
一
秀
水
筒
4
決ー

中
山
で
は

つ
の
裁
川
門
同
門
う
L

時期日ゲ↓
γ

は
ほ
同
じ
く
し
て
、

リ
ア
ル
雫
肢
に
お
い
て
、
日
U
標
抗
体
ハ
九
九
宝
口
説
せ
を
収
芯
1
J
J
G

〉汁：
日記 I、江主l前：12lbJ市2[2川什日、



ブ
に
攻
引
の
場
J
t
H
I
供
す
る
前
出
街
の
ん
同
ギ
法
行
為
－
R
任
を
認
め
ゐ
判
決
が
山
山
さ
れ
て
い
る

2
2
2山
口
一
＼
℃
克
己
）
〉
、
之
、
、

（
昨
日
〕
門
会
、
江
戸
三

2
4
対
北
京
秀
水
松
判
決
と
あ
る
。

行
二
〉

Z
一約一

ブ
ラ
ン
ド
会
叫
1
h汁
へ
以
下
、
ー
フ
7
／
ド
古
川
イ
）

は
、
二
円
一
心
囚
T
四
月
か
ノ
。
川
月
の
聞
に
、
て
凶
ピ

分
円
て
叱
京
み
河
本
〆
向
山
場
で
ゾ
一
プ
〆
ド

ι牡
心
者
名
帝
国
何
が
付
さ
れ
f
e内
ふ
を
購
入
L
に
。
そ
の
J

っ
ち
ロ
ヨ
の
賊
入
役
、
、
7
7〆
ド

t
凡
打
は
、
政
上
山
北
口
、
市
川
純
情
ほ

こ
れ
ら
の
持
品
お
ブ
？
J

ド

μ
析
の
必
間
際
泡
を
佼
小
析
し
に
偽
物
で
あ
る
旨
の
逸
品
を
秀
ー
事
件
同
市

弘
の
日
〕
円
対
責
汀
折
、
以
下

に
送
刊
し
た
が

れ
ら
の
出
舗
は

τの
品
川
も
荷
標
権
い

rr門
出
品
の
坂
冗
を
続
け
ご
レ
た

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

そ
、
｝
で
、
ブ
ラ
ザ
ト
ム
社
広
瓜
乃
水
街
J
敗
走
者
主

f
r心、
JTU請
求
及
ひ
た
口
川
小
法
行
為
に
よ
る
お
し
汁
門
賠
償
h
v
h

水
吟
亡
一
朴
政
士
提
起
し

と
の
で
あ
る
υ

審
判
決
は
、
叛
完
者
心
尚
標
権
侵
育
行
為
乞
認
め
え
十
、
存
水
街
が
H
b
l

理
台
（
軒
者
1
3
k

し
こ
当
夜
引
坊
に
ノ
れ
わ
れ
た
向

様町
h
p
え
す
円
行
片
付
に
つ
い
こ
氾
述
か
つ
有
効
的
に
ド
け
す
る
義
務
が
為
る
J
指
摘
し

ァ
ラ
ン
ド
I
4
叫
円
か
ら
の
連
絡
を
三
行
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
秀
本
沿
い
か
判
、
り
の
措
日
も
取
ら
す
、
山
江
害
行
為

ω

ハ
正
明
間
一
許
し
た
こ
と
は

阻
止
義
務
を
履
行
し
ヒ
か
つ
ら
J

も
の

立
あ
り
、

ψ
j
d山
町
パ
斗
一
↓
行
為
に
使
討
を
供
し
た
と
し
て
、
菩
止
め
と
注
借
賠
償
責
わ
い
を
認
め
た
｝

活
判
決
は

一
寄
判
決
を
t
ん持、

ff

しし、
ι
汚
水
仏
両
の
号
支
任
に
つ
い
亡
一
。
り
問
池
唯
か
っ
一
昨
犯
に
一
川
《
二
三
「
作
品
わ
ふ
わ
J

一、

1
ず
、
一
汚
水
街
〉
版
古
川
者
聞
の
民
貸
契
約
に
一
肌
引
い
ば
、

ん
ん
パ
ヨ
街
は
か
什
阪
売
文
の
経
常
言
動
を
包
担
阪
管
ト
ー
る
権
限
を
p

七
す
る
と
同
ドJ
に
、
長
法
行
与
の
限

ιと
行
政
機
関
へ
の
’
一
口
先
、
と
い

政情も
F

七三
1
F

る
の
で
あ
り
、
〆
一
フ
〆
ド
斗
J

刊
か
ら

、
秀
子
ぬ
は
商
標
権
h
k
A
l

門pf九
の
十
行
砲
を
司
る
べ
き
で
あ

り

の
わ
九
を
込
山
ず
か
っ
ム
打
効
仁
山
ー
ナ
」
1
J

る
義
務
を
果
た
さ
な
い
限
り
、
法
的
責
粁
を
負
う
べ
き
ず
あ
る
ヒ
刊
断
L
、

為
の
粗
d
義
務
J
v
r
d
め
に

元
本
街
は
／
ラ
ン
ド
カ
社
か
ら
の
連
絡
仕
受
け
た
に
も
か
か
わ
、
コ
ず

ぎ

判
h
J
の
ι
泊
置
も
収
ら
ぽ

λρ

っー～一てふり

7

t

7

2

 

UK山
走
行
為
は
そ
の
後
も

正
問
問
継
続
し
た
h

」
」
に
つ
き
、
五
銭
的
に
比
定
が
認
め
ら
れ
、
山
手
観
的
に
販
売
者
心
伝
半
口

行
為
に
担
行
川
を
位
、
L
た
と
し
て
、
秀
本
ι
阿

2
町
則
定
者
と
の
共
同
不
法
r什
為
責
包
b
l
ι

円
｛
モ
ー
に
〈

（！メ人民半、 Gi ＇スZ'7i 日；312()(() ~ , 



2 

へ刀一
rlt
）十一較

r日

J
ア
ル
空
刊
に
お
け
る
利
炉
伝
運
営
者
の
責
任
を
判
一
子
〆
た
こ
の
芳
子
信
判
決
山
川
、

サ
イ
バ
ー
空
胡
に
お
け
る
モ
ヲ
ル
ム
J

民
営
者
の

J、
円問

告
一
粁
に
関
一
j

る
前
述
し
た
一
一
つ
の
川
伏
ニ
正
反
リ
刊
の
結
論
を
不
し
て
い
る
乙
り
木
汁
、
こ
の
事
件
立
は
、

》
人
物
な
ソ

r
問
弁
に
係
る
証
拠
を
父
ー
小
イ

ほ
叫
刊
恰
報
な
ど
の
司
f
u
h
p
J
H
｛
止
し
て
品
店
街
茂
常
布
に
込
町
L
ー
に
の
で
あ
る
が
、
こ
の
寸
つ
な
場
台
ピ

お
い
て
？
h
、
叫
川
市
街
透
常
者
に
は
一
校
ι
よ
口
行
品
会
一
読
査

L
m止
す
J

る
兵
務
が
あ
る
い
」
し
、
さ
ら
に
法
却
を
公
け
で
も
行
設
を
ζ

ら
な
か
っ

心
L

前
向
仇
運
営
ヤ
刊
が
、
店
材
叩
側
の
十
川
結
権
侵
害
行
為
に
つ
き
故
意
に
侭

vpゲ
佐
川
ー
し
た
と
認
定
さ
れ
た
c

こ
れ
ら
の
点
は
、
ネ
y

h

の
事
竹
川
バ
L

民
ず
る
政
判
例
の
法
批
判
門
町
、
〆
一
大
き
く
卓
司
な
る
c

た
お
、

仁
丹
本
街
判
決
心
待
も
、
相
出
以
心
事
件
に
お
い
て
、
市
山
川
街
淫
営
者

f が
't''' rn 
lト

iJヨ設
会〉窃
るを

来
～2《

iJ、

店
舗
と
の
共
同
不
出
わ
為
責
任
を
一
認
め
た
裁
判
例

キ
ム
計
4

勾い
V
均
七
件
わ

L
H同十勿

l
f
i
J
J
f
l
L
 

に
だ
、
ネ
ヅ
ト
上
心
事
れ
と
比
較
「
る
上
で
、
前
提
と
必
る
お
宝
、
に
遅
い
が
白
い
わ
け
て
は
と
い
v

戸
汚
水
仇
同
事
件
で
は
、
問
I

店
街
運

dh
者
と
日
以
完
者
と
の
賃
貸
信
契
約
二
、

運
官
者
の
管
問
r
m
h門
の
権
限
と
還
法
行
九
門
医
H
口
一
号
待
が
明
記
手
れ
て
い
に
IH
は、

日
小
ソ

K
1
1
1

の
事
件
の
出
一
÷
～
悶
係
、
乙
F
九
七
三
守
支
持
、

別
の
j
ア
ル
雫
聞
に
お
い
て
出
一
轄
権
ず
が
偽
ゾ
↑
ノ
ン
ド
円
山
主
阪
一
冗
ず
る
内
と
こ
れ
に
直
訓
を

一
、
一
ハ
人
工
川
紀
対
照
売
者
こ
賃
貸
人
カ
ラ
リ
土
山
手
作
）

賞
、
）
た
笠
公
人
の
共
同
不
法
行
fd
貢
刊
を
追
及
、
に
～
－
H
件

で
は
、
川
一
説
賃
貸
引
い
先
約

に
よ
っ
て
包
攻
問
係
が
成
リ
1

1

J

て
お
り
ず
、
版
元
有
は
批
p

け
の
併
錦
、
尚
什
す
を
持
っ
て
日
J
U
の
々
刊
誌
と
営
業
を
ノ
打
つ
粍
，
U

土
日
体
で
あ
る

と
し
て
、
賃
貸
人
の
連
問
責
任
が
否
定
さ
れ
三
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ふ
汀
例
は
、

モ
｝
ル
）
淫
心
川
者
と
ハ
し
純
正
卜

, 

, 

等
、
こ
の
間
の
契
約
｛
℃
仇
っ
て
、
む
市
川
関
係
お
成
げ
L
U
J

る
か
ノ
ご
っ
か
仕
草
伺
し
て
い
る
こ
い
え
ゐ
古
も
し
れ
な
い
。

L
か
L
、
そ
も
そ
も
管
理
対
係
が
J

↑
在
L
な
、
場
合
に
、
常
に
お
店
街
還
件
計
な
い
じ
賃
貸
人
、
／
一
店
舗
乙
の
共
同
不
法
行
持
古
川
い
が

成
山
し
得
な
レ
の
か
は
、
な
お
山
明
A

什
ん
と
泌
す
る
内
訟
で
ム
め
る
よ
う
に
泣
わ
れ
る
c

さ
ら
に
L
え
ば
、
例
え
ば
、
山
門
｛
社
以

h，
バ
ト
州
明

日記 I、江主， (ii) (1218J市4[2川什日、



yJ 

H

？
ピ
ス
協
心
」

ユ
i
U
T

が
尚
｛
i
似
の
を
録
会
一
一
ハ
ピ
な
、
り
な
い
限
り
筒
状
主
公
開
で
き
な
い
と
｛
一
心
め
一
、

ま
た
、
符
流
会
一
民

に
お
L
て

に
対
L
て
違
t
j
H

な
桁
械
を
公
開
L
一
に
は
な
り
な
い
ご
乙
を
苧
メ
ポ
巾
I

J

て
い
る
。
ま
打
、
制
十
社
は
白
身
の
事
京
審
査
三
務
を
否
定
す
る
久
人

項
を

E
い
て
い
る
が
、

ι占
円
：
玉
慌
に
公
開
さ
れ
た
情
慌
に
つ
い
て
保
留
、

削
除
1

叫
ん
は
選
択
す
る
棒
刊
を
有
す
る
こ
ζ

な
ど
の
規

同
時
に
、

定
も
設
け
て
ド
司
令
。
つ
ま
り
、

百
十
一
「
一
ル
等
ぎ
常
持
こ
ネ
ッ

i
ン
司
ツ

日
間
に
も
管
攻
刈
係
な
い
し
こ
孔
に
頬
似
す
る
冴
係

が
占
め
る
ら
」
一
吉
え
る
か
も
計
れ
ば
い
u

こ
の
よ
う
に
苓
え
札
ば
、
十
間
川
県
権
者
心
侵
害
に
湾
「
る
通
知
に
訓
拠
刀

ι川
市
｝
ゲ
裂
す
る
か
否
か
と
し
う
凸
れ
に
期
し
て

リ
y
ルんで山れ

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

に
お
け
る
U
店
街
述
合
γ
刊
の
責
午
と
什
ノ
J

パ
l
れ
ア
院
に
お
け
る
モ
ー
ル
生
J

淫
一
円
有
心
只
汗
に
大
き
3
U
M

…MJ
r
認
め
た
こ
れ
ま
で
の
裁
判

例
の
i
ゐ
は
一
什
当
れ
ヨ
れ
に
く
い
の
て
は
な
い
か
、

ー
ご
い
』
つ
は
疑
問
rど
料
千
え
ざ
る
常
日
付
な
い
ν

2己

イ
シ
ケ

l
ュ人

γ
i
ト
の
芳
一
日
権
山
町
い
よ
い
一
に
お
け
る
白
勺
の
貴
仁
ト
と
り
比
較

E
i
ル
等
蒔
営
者
は
広
い
き
沫
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ー
で
付
報
斗
ノ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ブ
ロ
ハ
イ
ダ

同
日
旬
、

と
こ
ろ
で
、

え
る
が
、
中
岡
で
M
M
イ
ン
タ
ー
マ
七
ソ
ト
！
の
著
作
権
保
護
に
関
す
る
「
情
萩
ザ
土
ソ
ト
η
i
h，
伝
込
権
保
護
条
例
が
あ
わ
、
同
条
例
ピ

お
け
る
栽
作
権
佼
古
川
行
為
に
閲
述

rる
認
可
の
賞
作
な
と
に
つ
い

同
悌
此
性
俣
工
日
行
為
に
関
連
一
寸
る
モ
ー
ル
マ
運

何
者
の
文
科
を
論
じ
る
絞
に
な
一
歩
考
に
な
る
／
一
考
え
る
。

情
報
、
ヌ
ノ
ト
ワ
ク
伝
注
権
保
護
渋
川
川

一
一
条
ば
、
税
金
や
J

シ
ク
サ
ピ
ス
を
民
川
い
す
る
一
日

τ
は
、
詩
作
権
請
の
通
知
を

11
日
二
～
伐
に
、
出
作
権
侵
hギ
ハ

ζ

な
る
「
J

J

一f
ン
γ
な
こ
へ
の
り
J

ク
を
解
除
L
γ

山
崎
九
ー
に
は
、
原
則
的
に
賠
償
責
打
を
買
わ
沿
い
、
、
し

な
が
ら
、
リ
ン
ク
？
て
、
る
コ
シ
ア
ン
ツ
は
ど
が
は
自
作
持
z
ぜ
俣
市
η
ず
る
こ
と
を
軒
以
け
甘
ん
は
u
i
り
お
る
べ
き
で
あ
っ
に
場
合
に
は
、
著
作

権
侵
中
け
の
責
任
を
よ
阻
必
の
浸
母
子
門
者
と
宍
付
で
負
わ
以
け
れ
ば
な
ら
な
十
い
＼
と
む
め
ど
い
る
c

コ
ま
り
口
川
条
例
は
、
吋
印
［
M

が
者
”
門
講
い
い
二
口 、々2し

（！メ人民半、 Gi ＇ス2"0'Gsc 120;0 ~， 



r日

行
柏
ハ
リ
を
切
り
な
が
ら
け
J

ク
乞
削
除
、
に
ふ
い
場
合
だ
け
で
な
く
、

知
り
但
れ
る
べ
き
山
知
九
円
に
主
民
一
仔
を
認
め
る
こ
と
か
、
つ
、
宗
門

vr

結
地
i

的
な
れ
意
義
務
を
謀
し
に
い
る
t
い
え
る
ハ
主
任
、

可
条
例
施
わ
伎
の
裁
判
例
に
お
い
て
口
、

円出｝いのん午戸山中未引
F
fト
と

L
て
の
専

J、
円問

門
性
を
hM
拠
に
古
川
い
予
一
［
心
詑
ハ
ん
令
長
ず
る
ぐ
凶
附
L
、
詩
作
時
i

侵
害
／
一
な
司
令
ド
向
指
コ
ソ
〆
一
ア
／
ツ
へ
の
リ
ン
ク
を
削
除
、
〆
ヨ
い
の
は
、
引
意

義
務
t

：何一民
L
、
一
泣
失
に
よ
る
共
日
不
法
行
持
責
任
を
負
う
へ
さ
乙
刈
阿
し
F

～
も
の
が
児
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

y
A
i

／々
J

ネ
ッ

i
上
り
内
標
権
侵
害
事
利
h

t

～
お
け
る
一
亡
ル
」
十
日
4
4
A
打
者
の
宝
引
に
つ
い
て
、
事
前
霊
長
義
務
を

切
認
め
な
い
前
記
の
一
一
つ
の
裁

川
例
と
は
汁
間
的
で
あ
る
c

仏
前
山
前

主
レ
〈
め
と
十
行
「
の
枝
一
五

「
一
へ
礼
心
り
ア
ル
空
間
に

hzv司令
wm
也
匂
運
営
者
の
責
任
、

J
l

ン
hy
一I
l
斗
イ
ソ
号
、

お
L

灯
る

5
t
c責
任
と
む
比
較

を
ヘ
リ
山
市
止
に
、
中
凶
内
心
パ
J

説
も
参
院
し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
事
訴
審
査
義
務
と
争
後
攻
守
川
義
務
を
牛
心
川
、

モ
ー
ル
h
1
4

川岸
y
u
l
A下
心
責
任

f
L
？
体
一
、
つ

V

一－一
J
J
l
v

モ
ー
ル
体
dz疋
リ
骨
内
ヌ
の
立
二
削
指
m
L

九
同
長
一
作
，
に
つ
い
て

裁判
H
M
刊
は
、
え
F

ト
モ
、
ー
ル
で
「
以
」
h
J

さ
れ
る
出
u
聞
の
量
刑
v

膨
大
で
あ
る
な
と
の

m
Aで
、
同
相
持
者
か
ら
一
俣
宝
一
↓
に
問

F
，Q
品
川
司
を

rx

け
て
い
な
い
一
七
百
ル
叶
プ
法
廿
ノ
色
に
、

事
前
審
査
花
泌
を
却
す
こ
と
が
況
実
的
て
は
な
い
と

L
亡
い
る
。
ー
一
l

国
に
お
け
る
マ
説
の
多
く
も
、

事
正
春
当
中
古
筏
白
品
什
守
口
γ
全
面
的
に
八
円
～
況
は

L
な
い
が
、
安
全
ヨ
る
L
ベ
ル
は
あ
く
ま
で
形
式
的
な
帯
変
で
あ
り
、

ご
J

ヨ
F

プ
の
営
業
証
明
、
山
ー
一
問
者
り
yf
冗
審
査
の

hlpι

安
本
す
べ
き
／
）
ず
る
し
γ
解
や
、
こ
れ
に
加
え
て
ネ
y
｝
、
ン
ヨ
J

プ
に
対
し
で
出

品
（
り
「
町
民
一
副
問
、
川
町
作
地
一
品
問
、
限
必
i

許
可
な
と
か
審
査
ー
で
の
悩
ほ
を
公
開
刑
す
る
「
と
を
安
ぷ
す
べ
き

r
す
る
い
い
～
柄
引
為
る
。
そ
の

す
な
わ
ち
、
永
い
卜

遊
山
と
し
て
、
ネ
ァ
ト
シ
ゴ
ゾ
プ
M
1
4

の
数
は
多
く
、

取
引
さ
れ
る
市
内
山
に
泣
す
る
清
判
明
の
〕
m
J勺
桁
達
レ
に
多
い
と
レ
う
点
に
加
え
、
基

日記 I、法学） "" :1 22川市ii[2川什日、



法
い
淀
川
川
芝
、
れ
た
日
来
フ

f
f
ル
心
F

ヅ
フ
行
ド
九
M
L
〆
の
き
ノ
な
若
竹
格
付
店
主
一
の
ケ

i
ス
と
巾
昭
一
一
コ
亡
、
商
阿
川
権
侵
日
干
の
山
知
ム
円
に
、
占
一

正
口
山
と
校
倣
円
山
幻
］
品
分
け
は
容
易
に
で
き
な
い
ヶ
、
ス
が
あ
れ
、
さ
り
に
、
取
引
が
モ
、
ル
に
お
け
る
情
報
父
挨
で
成
，

rJて
も
、
到

ロ叫が川刷、
J

泣
け
れ
る
場
合
に
、

モ
ル
持
軍
営
者
が
現
物
在
確
か
の
る
チ
ャ
ン
ス

JFえ
日
い
、
」

こ
れ

ι汁
L
て
、
反
対
談
は
、
モ
ル
刊
誌
寸
還
常
者
が
あ
る
引
け
止
の
ukバ」口行
μ

日
中
山
山
揮
じ
て

ρ
な
い
、
と
し
ご
も
、
俣
市
ボ
ハ
行
為
。
存
在
け

ド
ゴ
三
：
i

？J
、lr
、

4
3ノ
♂
く
h

女
じ
／
1

い
ζ

し
、
少
は
く
乙
も
あ
ゐ
著
む
路
標
が
吋
さ
れ
～
尚
氏
小
低
悦
JMVr
、
多
量
古
コ
煩
繁
片
山
山
県
引
？
れ
る

川川市九は、

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

珪
性
五
る
経
営
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
荷
日
が
俗
人

c
t
F
d刊
を
沼
早
什
γJ
る
司
能
性
が
！
日
向
い
と
意
識
「
べ
き
で
ゐ
7

三
と
し
て
、

モ
ー
ル
斗
J

運
営
者
が
よ
い
J

高
レ
μ
官
官
義
務
を
品
R
h
つ
も
の
と
主
眼
ず
る
F

モ
！
と
守
淫
特
許
に
完
ぃ
1
1
d事
前
審
査
を
w
f
h
h

ょ
す
る
こ
と
は

実
宍
約
に
は
柏
市
過
失
昔
（
ド
ト
い
を
押
し
付
け
る
に
い
I
Y
L
く

恥
品
不
可
能

？
よ
め
円
、
広
た
不
公

ιで
も
7

ジ
ム
加
し
か
し
、

C
多
く
の
上
う
に
、
形
式
者
庄
の
み
で
足
り
る
と
し
、
取
引
さ
れ
る
古
川
口
出
や
表
不

さ
れ
る
怯
誌
に
闘
「
る
夫
玄
審
公
ピ

W
不
山
官
、
と
す
る
い
訂
熔
ド
は
賛
同
ご
さ
な
い
完
慢
な
実
主
審
十
九
れ
が
も
l

、
き
は
い
と
い
う
こ
と
は
、

八
工
く
ユ
れ
や
し
な
く
て
渋
ひ
と
い

は
よ
円
札
件
、
い
な
い
か
ら
で
あ
る
代

こ
こ
で
一
夜
り

l
げ
子
二
つ
の
裁
判
怖
が
か
し
て
い
る
よ
っ
に
、

間
同
で
は
ザ
土
ソ
ト
し
し
の
偽
ブ
ラ
〆
ド
品
川
収
一
冗
な
？
／
商
係
権
侵
LT
一
行
為

が
か
伝
り
r
h
グ
恥
に
〆
吋
わ
れ
て

L
る
と
い
、
ん
、

ェ1
1

1

v

宇
津
、
円
去
の
門
下
fw
仏
者
歪
羊
一
引
い
枕
も
一
」
の
一
吉
ノ
ー
は
ネ
ー
会
的
状
J
V
t
切
り
M

m

J

て
考
え
る

確
か
に

一
に
お
い
て
ふ
川
判
所
村
J

指
抗
し
た
よ
一
ノ
に
、

「

A

ノ
ト
シ
ヨ
ソ
ノ
の
低
い
商
品
価
格
｛

へ
き
て
は
な
い

の
み
を
根
拠
に
、
」
れ
つ
の
利
口
出
が
偽
造
品
で
あ
る
h

一
こ
を
知
る
べ
き
で
あ
る
こ
准
定

1
る
こ
と
が
む
き
な
い
L

が、

古
川
口
叫
が
存
在
ず
る
疑
い
が
持
い
山
場
合
に
は
、
－
内
料
心
斗
惟
軒
山
川
、
コ
の
げ
サ
一
い
U
J／
↑
糾
山
川
小
人
な
点
、
て
も
、
モ
ー
ル
等
英
吉
お
は
、
事
前
に
台
市
川
的
目
、
け

意
義
務
を
来
た

L
、
持
田
し
U

拾
を
伝
脅
し
な
い
か
を
事
宥
す
べ
き
と
あ
る

2
君
、
え
ら
れ
る
。

実
際

ι前
十
川
事
ヘ
H
E行
う
に
は

E
l
ル
に
は
す
る
見
視
を
続
け
る
必
叫
が
つ
じ

コ
ス
ト
が
党
ι
1
7
J
7
匂
一
そ
の
審
ん
日
コ
ス
ー
は
、
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r日

自
ら
の
純
利
吉
実
札
し
よ
う
と
す
る
刷
一
特
権
者
だ
け
ゼ
た
く
、
～
日
利
↓
的
で
一
七
i

ル
と
し
う
ほ
い
い
の
「
場

bv
述
砕
f

川、
J

、
か
つ
ネ
ソ
ト

シ
ヨ
引
プ
等
の
ukAぷ
口
行
為
伊
三
百
円
ノ
に
川
出
止
で
き
る
行
場
に
あ
る
モ
ル
等
淫
伴
者
に
も
比
八
日
さ
廿
る
じ
り
が
公
甘
で
あ
ろ
う
ち

J、
円問

も
ち
ろ
ん
、
合
理
的
な
注
意
義
務

r
し
て
の
事
前
審
音
義
務
の
範
院
を
明
惟
に
四
ず
る
、
」
乙
は
非
！
日
に
凶
位
、
引
、
あ
る
」
て
れ
ば

的
な
人
心
七
ぶ
準
と

rJ
べ
き
で
は
な
く
、

f
ン
夕
、
小

y
i
及
び
モ
ー
ル
連
常
に
潟
「
る
寺
門
恥
識
を
有
す
る
河
性
的
で
慎
重
な
ふ
ル

付
J

哩
話
料
お
な
基
準
ζ

す
？
θ

限
界
市
ア
慌
の
叫
寸
断
は
妹
L
い
だ
ろ
う
が
、
明
ら
か
に
＋
間
際
指
侵
害
ζ

分
か
る

ウ

l
ス
や
、
を
む
よ
う
な
疑
い
司

rzu同
い
ケ
ー
ス
は
む
し
て
、
手
、
山
南
市
内
義
拐
を
米
た
さ
な
い
一
亡

l
ル
等
送
計
苔
は
、
見
失
に
よ

る
共
同
不
法
行
為
頁
告
を
お
担
す
べ
言
、
〆
一
等
、
ス
る
一

つ

モ
ー
ル
μ

三
黒
字
詰
の
事
後
日
村
済
義
務
に
つ
い
て

絞
れ
川
刊
は
、

主

jl
ル
等
法
何
者
心
事
後
救
〆
刊
誌
品
川
川
に
つ
い
て
、

四
川
謀
格
者
が
一
寸
拠
一
を
伴
7
一
に
一
円
矧
な
ど
で
侵
害
商
品
C
沼
誌
や
（
特
定

し
ん
仇
い
段
け
、
そ
の
桁
裂
を
削
除
し
た
い
と
し
て
？
羊
只

F
は
司
じ
な
い
と
し
亡
い
る
ハ

一」れ～

て
、
侵
害
に
悶
「
る
通
知
心
史
実

性
ー
ピ
附
担
保
す
る
一
市
川
悦
が
な
い
限
り
、

一七
i
ル
等
叩
旭
川
市
町
内
在
日
目
上
げ
ち
に
調
査

rる
詫
務
中
」
釘
わ
壮
る
の
は
、
過
六
日
七
円
拐
を
訴
す
こ
と
に
な

一つJ

る
と
〕
て
、
裁
判
例
の
立
場
に
変
投
ず
る
ぺ
γ
説
J
U
M
L

つ
れ
る
v

確
か
い
、
伎
L
T
L
係
る
一
九
”
拠
J
U
K
剥
が
す
る
ャ
と
は
存
口
加
ご
は
ん
＆
い

市」！？
ν
、
改
λ

勺
の
一
プ
ラ
ヴ
ト
ホ
？
ム
u
k
m
同
党
・
符
坦
v
九
九
ソ

ト
、
ン
司
ソ
ア
寺
山
－
仏
析
を
認
め
る
モ
ー
凡
等
運
営
石
に
こ
っ
て
、
北
側
査
カ
岡
山
か
で
あ
る
乙
い
う
自
ら
ば
、
有
田
川
権
者
に
こ
っ
て
ぷ
よ
れ
以

卜ト九時世而川河羽川公
L
迂
机
ん
を
確
仏
す
る
こ
と
が
悶
匙
で
あ
Q
ζ

い
え
る
託
拠
の
伏
川
口
7
5
商
機
怪
者
に
ボ
は
め
る
戸
、
と
は
、
不
ト
シ
ー
ノ

プ
斗
J

に
対
す
る
児
柑
fHM凶
の
一
二
八
i
J
U
γ

手
玉
、
質
的
に
潟
際
格
者
に
合
わ
せ
る
こ
乙
に
な
る
。
、
）
の
ー
二
ヘ
ト
は
、

コ

ル

11点
、
バ
者
心
事
、
川

審
長
引
叫
務
に
つ
い

乙よ、
1

1

u叫
事
長
許
こ
L

片

2
ノ＼

l

l

t

t
ホ

1
1
7

ず
一
一
ル
の
列
用
に
よ
3

7
、
川
投
手
／
乙
打
て
い
｝
白
モ
i
ル
守
選
日
吉
川
い
も

付
税
に
コ
ス
ー
が
却
却
さ
れ
て
中
」
狭
山
と
い
う
へ
き
て
あ
ろ
う
c

凶
店
ニ
込
者
か
ら
の
一
北
知
に
証
拠
が
伴
わ
な
w

と
し
て
も
、

し
ん
ベ
＼
J

L

、

日記 I、法学） "" :1 222) ＂日［ 2川什日、



少
な
く
L
r
J
U

出
一
刊
権
立
の
骨
元
泣
か
出
一
特
権
内
、
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
尚
様
住
円
江
川
去
の
丸
町
い
が
あ
る
こ
と
は
十
分
明
快
で

あ
り
、
そ
れ
以
ー
の
社
拠
に
閑

L
こ
は
、

に
出
、
レ
J
F
誠
六
よ
ー
て

い
h

ワ
べ
tγ
口
市
、

'F 

)!, 

み
め
打
、

説川悦人
MYP

－
伴
わ
な
い
迫
司
令
午
現
し
で
も
玄
打
い
が
パ
ー
に
な
い
ぐ
解
「
る
の
は
ノ
仁
き
過
ぎ
と
あ
る
と
恩
干
れ
る
。

ι

品川二半円十

口
不
法
に
お
け
る
モ

i
ル
等
注
営
者
の

品川

Jm
午

l
ル
2
J
さ
常
者
の
不
決
行
為
責
任

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

市
場
、
慌
の
日
夜
半
口
に
基
コ
〈
早

f
r？
脂
償
古
円
仔
は
、
仙
仙
の
財
応
維
の
円
一
江
主
と
同
紙
に
、

小
法
行
為
咋
k

見
守
の
向
山
混
と
な
る
心
社
、
店
山
梨
権
者

が
モ
！
と
守
淫
特
許
に
J

九
し
こ
杭
市
f
H
賠
償
責
任
乞
追
及
す
る
均
一
一
日
に
も
、

そ
の
は
川
恨
拠
と
と
る
の
は
不

U
行
為

Etょ
ぬ
る
J

H
ハ依い的

jJ;j 

じ、
と

す主

モ
ー
ル
寺
運
営
苫
J
L
U
列
し
て
ム
問
山
吹
い
え
士
口
者
て
ゐ
る
7
4
Y
L

シ
ョ
ッ
プ
等
と
心
共
同
小
法
行
為
責
任

t
L

パ
粂
〕
乞
問
う
刀
出
と
、
ネ
ッ
ト
、
ン
d

ソ
ブ
生
一
ー
に
よ
る
尚
標
権
伝
ゴ
［
p

行
為
J
V
社
内
止
す
る
出
斉
表
務
、
デ
没
炉
、
し
に
と
し
亡
、
端
的
内

モ
ー
ル
リ
寺
運
官
者
九
対
し
て
過
失
に
よ
る
不
反
行
為
責
日
い
い
を
、
ト
張
ず
る
ト
在
は
い
や
考
え
ら
れ
る
｝

そ
〕
f
、
い
ず
れ
の
方
法
主
探
る
場
介
に
お
い
て
J

川、、

モ
ー
ル
等
運
営
者
の
小
法
行
為
烹
伴
、
？
認
め
、
つ
れ
る
前
川
町
之
、
〕
て
、
市
若
過

公
が
あ
る
こ
口
一
rub－
長
で
あ
ろ
う
じ
つ
ま
り
、
よ
ソ
ト
ン
ヲ
ン
ブ
等
の
出
一
時
権
侵
害
行
為
戸
知
り
な
、
や
ら
ら
の
情
報
官
流
通
さ
せ
た
と

U
A

「
怜
意
が
あ
る
か
、

L
L〈
は
そ
の
情
報
を
流
通
さ
山
る
守
｝
／
一
に
よ
っ
て
他
人
の
商
標
権
が
伝
半
口
さ
れ
る
／
一
ド
右
手
中
RvTJT
見

ー
〕
防
止

f
る
い
け
背
u
A
一
一
叩
け
よ
を
怠
っ
た
ζ

い
う
「
過
失
」
が
あ
る
か
が
問
ね
れ
る
一
こ
に
な
る
υ

第

ffn 

ブ
ロ
パ
イ
ダ
責
什
ー
刻
限
作
、
J
J

ル
等
日
宅
情
清
け
政
苦
早
川
忠
比
十
八
日
一
司
断

1& 

ヰ
に
r以

υ
し戸

一色村
1
4

去
屯
気
述
行
円
役
務
提
位
J

者
の
損
害
賠
償
責
汗
心
制
限
改
び
目
ハ
チ
店
i
E
h叩
悼
の
慌
不
に
す
川
「
る
法
げ

（！メ人民半、 Gi＇ス＇2"'前日 12()(() ~ , 



r日

戸
川
卜

プ
ロ
パ

f
ダ
責
任
制
限
法
一
は
、
イ
ン
タ
i

ネ
ァ
ト
ー
の
情
報
流
通
い
土
ツ
℃
権
利
一
役
宇
げ
か
止
じ
た
は
句
人
ぱ
に
駐
日
る
プ
ロ

パ
イ
ー
グ
、

サ
パ
の
管
坪
・
淫
パ
V
E
T幻
船
二
u
賠
償
責
ね
い
の
制
限
と
、
被
J

一
口
却
す
に
よ
る
ソ
ロ
パ
イ
タ
に
対
ず
る
発
信
苔
情
恨
の
間
不
一
－
一
間

J、
円問

求
権
に
つ
い
に
乏
の
亡
、
ょ
の
で
あ
る
ヘ
条
J
J
y
U
パ
イ
ダ
？
の
相
A
l

円
賠
償
責
任
の
制
限
に
つ
い
て
は
、

E
ら
ピ
、
権
利
を
侵
害
し

に
山
何
ほ
ん
ゼ
削
除
L
な
い
こ
と
に
す
匂
被
害
者
に
対
す
る
視
す
川
賠
償
主
任
の
制
限
二
、

情
械
を
削
削
除
し
た
こ
乙
に
よ
る
送
伝
者
i

江
叫
す
る

ロ
対
円
賠
償
責
作
い
の
制
限
乙

γつ
叫
が
ん
凸
ま
れ
る
か

（一一条）、－
A

杭川いし口口山
l
、
ー
川
苦
心
開
設
の
み
を
反
り
『
仁
げ
る
n

同
法
一
条
は

不
特
定
の
者
比
一
対
す
る
清
誌
の
送
信
一

1
4止
3
3川
賞
主
持
ず
る
こ
と
が
技
術
的
に
司
能
な
場
白
に

づ
ロ
パ
ノ
J
M
V

川
J

が
官
町
内
刀
流
活
に
1
て
て
位
入
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
レ
る
こ
と
ケ
江
川
ツ
て
い
た
と
き
F

A

一
条
一
点

又
は
情
報
U
流
通
口

什
い
ピ
知
っ
て
い
た
場
合
で
ー
の
っ
て
、
そ
れ
に
よ
J

て
犯
人
の
此
批
判
刊
が
怯
止
口
ぎ
わ
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
か
で
き
た
と
認
め
る
に
足
η

る
相
当
以
理
庄
が
為
る
と
き
～
同

" ,-, 
-

前
一
一
山
措
置
を
説
じ
な
か
コ
た
と
し
て
も
、
浩
一
段
の
流
通
に
よ
っ
て
や
じ
た
桜

中ーピ
t

活
協
す
る
す
、
と
を
負
わ
す
ぷ
い
と
規
定
し
て
い
る
）
こ
の
よ
三
ペ
ブ
ロ
川
イ
タ
ム
（
日
行
制
限
必
は
、
プ
日
パ

f
ダド
l

切り目以烹過ルトへや一

川
円
断
す
る
J
A
一
準
を
よ
り
明
確
と
も
ハ
り
に
す
る
と
と
に
ょ
っ
と
、
プ
口
ハ

f
グ
註
J

心
同
刑
事
結
官
責
任
の
制
限
を
図
コ
に
の
て
あ
る
ん
町
、
江

し
し
の
国
間
主
賠
償
号
支
任
は
、
そ
も
そ
も
民
法
不
法
行
九
り
の
友
乏
な
い
恥
拠
に
「
司
令
止
の
で
あ
り
、

ま
た
、
一
一
条
が
明
っ
し
だ
い
、

τぺ
坦
件
で
あ

る
権
利
の
れ
民
主
［
J
b
午、知
h

り
な
が
ら
校
術
的
ピ
可
院
な
、
孟
伝
防

ι般
市
斗
ど
講
じ
な
い
一
」
に
は
小
法
行
為
法
上
山

「
少
拭
守
山
」

に
訟
ヨ
一
ず
ゐ
t
考

手ハ
J

れ
、
同
じ
く
権
利
引
の
侵
宍
合
亦
る
い

ぐい
d

で
き
た
石
川
め
ら
れ
る

に
刊
誌
出
査
結
防
桁
F
I
Z
J
講
じ
な
い
こ
y

は

子
口
兄
川
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
果
M
巡
義
務
え
一
違
反
す
る
「
過
失
に
夜
当
ヲ
る
と
与
え
ら
れ
る
。

子
F

ト
シ
ョ
ッ
ザ
等
に
よ
る
高
川
様
持
山
民
山
ム
口
r七
九
日
い
じ
一
恒
怖
を
い
紅
コ
マ
、
い
た
に
も
古
か
わ
ら
「
、

モ
ル
等
当
材
者
刀
、
日
叩
刊
の
活

日
防
止
な
ど
一
円
詑
な
叶
同
を
河
内
川
ら
ず
、
作
法
恰
叩
刊
の

jpm活
に
係
る
比
リ
ピ
ス
を
送
信
者
に
止
に
位
い
し
続
け
る
場
九
μ
に
は
、
政
意
i
九

ホ

ヴ

h
v
f小

法
行
為
」
只
斗j
ハヤ」品目一うごとに
J

ば
ろ
う
。
閉
山
告
は
己
む
よ
う
に
モ
ー
ル
等
選
常
者
の
志
失
乞
認
定
一
す
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
モ

l
i
v
等
渓
営

日記 I、法学） "" :1 224) 600 [2川什日、



ー
ロ
い
ど
の

べ
き
か
と
い
う
士
…
と
あ
る
ο

ァ
μ
パ
イ
ダ
責
任
制
限
ナ
、
の
d
渋いい
r

者
に
－
す
句
評
一
両
に
よ
れ
ば
、
過
失
に
柵
当
ず
る
知
る
こ
ぐ
即
日
v

，G
に
uγル
h
る

相
当
の
硝
州
市
、
こ
は
、
通
草
心
、
引
意
向
r
一
払
っ
て
い
れ
ば
す
る
ご
と
予
と
き
ず
九
と
中
古
載
内
に
考
え
ら
れ
る
こ
ー
で
あ
る
乙
さ
れ
る

τ

C
は
川
一
円
し
て
は
い
な
、
ド
、

そ
り
日
け
い
官
官
レ
ベ
ル
は
、

紋
μ

向
日
イ
〆
夕
、
手

y
f
e
一」
i
F
2
し
て
心
注
丘
レ
ベ
ル
に
と
と
主
ら
す
、

業
こ
し
と
い
情
報
サ
ピ
ス
を
提
供
一
：
匂
ブ
ロ
／
「
て
の
涼
意
レ
ベ
ル
を
指
し
て
い
る
と
考
手
つ
れ
る
。
ト
、
だ
、
共
咋
的
に
乙
の
r
す
っ
ぽ

湯
合
に
一
転
中
I
C
町

山

が
7

め
る
と
さ
れ
る
の
か
は
、
最
終
的
に
は
寸
法
判
断
に
i77ね
ら
れ
る
ー
と
宍
れ
て
レ
る
し

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

ま
た
、
ブ
ロ
バ
／
ダ
責
汗
仇
浪
法
ム
一
条
は
、
ブ
口
パ
ノ
ゲ
」
交
流
廷
す
る
膨
大
な
清
枝
子
市
時
、
綱
駆
的
に
川
市
首
叫
す
る
ム
般
前
監
初
い
静
止

務
か
ド
ワ
一
時
一
放
寸
る
規
定
で
ι
ぬ
る
と
し
ム
な
が
ら
、
ネ
u

N

オ
1
夕
、
ン
ョ
ノ
運
営
者
が
山
品
1
H
M
ぎ
の
設
計
に
よ
九
戸
、
、
住
利
没
古
と
な
る

J'Cc ＇；古
拙 Hi
る 買う
l,l l,l 
w1 ":: 

思，
t主に
口ず
｝る
｛位 A壊
で「／、
るつスプ，；
" cの
る
f芳
三

こ
れ
を
行
使
し
な
い
と
き
に
は
、

＝
条
、
U
M
担
半
口
熊
償
責
紅
の
制
限
を
そ
行
な
い
と

り
ア
リ
バ
イ
ダ
制
惇
、
芸
作
権
問
M
W
N
体
、
イ
ン
タ
ー
ュ
人
ッ

i
悶
係
判
体
J
U
t

構
成
員
と
L

た
プ
ロ
ハ
イ
ダ
烹
江
制
肢
は
ガ
イ
？
フ
イ
ン

ヨ
検
討
協
議
会
で
は
、

プ
ロ
ハ
イ
ダ
玄
任
制
限
法
一
条
の
趣
旨
ミ
踏
ま
え
、
制
一

mL惟
苫
↓
う
は
M
A

び
え
ッ
ト
オ
ー
夕
、
ン
一
コ
ン
事
業
者
等
の
行

動
基
刊
J
b
午
、
明
確
化
「
ベ
ノ
＼

ド
ラ
イ
〆
」
J

一
を
第
定
、
こ
～
尺
判
凶
作
に
よ
る
同

rイ
ド
ラ
イ
ン
は
法
的
灼
京
々
を
や
い
し
な
い
も
川
J

心
、
事
考
に
1
J
る
ζ

寺
、
へ
い

ハ
〉
〈
リ
斗
年
山
「
プ
い
ハ
イ
ダ
武
仔
制
阪
法
十
同
僚
桟
関
係
刀
P
1
ド
ラ
イ
ニ

一
以
下
、
商
樗
持
関
係
ガ
イ

こ
に
収
h
l行
る
の

］川ド
υ
イ
ド
一
7
f
ン
で
は
、
不
ッ

i
オ
ク
シ
？
ン
呼
卒
業
者
が
送
信
防
F

け
れ
川
析
を
取
る
べ
き
対
象
に
な
る
尚
品
開
切
に
つ
い
て
、

山
（
り
長
準
会
択
一
不
？
て
、
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
際
持
者
斗
J

が
台
注
的
以
似
拠

♂
一
副
揮
で
は
は
J

－q
に
注
自
己

を

4
Lて
古
八

l
H
i
山で

権羽田ぱ母子門戸
υ
惹
伏
t

主
が
高
く
、

ヘ
う

w

と
、
摂
し
て
い
る
夜
品
だ
行
で
尽
く
、

他
人
心
尚
M
h
ボ
権
げ
か
不
中
に
ハ
九
九
害
さ
れ
て
い
司
る
こ
と
を
容
易

（！メ人民半、 Gi＇ス＇2Si出 112()(() ~ ' 



r日

に
判
断
で
き
る
情
説
に
つ
い
て
も
pt一
予
防
止
措
宮
の
斗
象
と
し
て
い

は中丸、
d
d
A
L
ず、

つ
ま
り
、
尚
標
権
ア
ロ
生
J

の
？
い
山
に
つ
い
て
計
拠
心
掛
不
士
で

山

hリ

到
仙
川
裕
請
の
打
出
1
J
J
〈
川
庄
一
炉
停
土
料
十
九
件
十
台
決
定
一
タ
る
に
足
り
る
科
茂
り
合
点
的
な
根
拠
が
あ
れ
ば
分
で
あ
h
、

J、
円問

明
ら
か
に
出
H
W
悼
慣
を
侵
害
f
る
商
品
情
報
や
広
己
な
乙
に
つ
い
に
は
、

フ
ロ
パ
イ
ダ
が
t
円
八
九
的
に
げ
さ

尚
標
権
者
の
問
的
を
ね
た
ず
に
、

日
防
止
拘
置
を
取
る
デ
す
こ
〆
｝
ん
で
川
一
ら
か
に

L
て
い
る
。

中
区
渋
の
状
山
山
を
議
論
し
た
前
半
治

節
に
お
け
る
川
認
を
使
用
す
J

れ
ば
、
内
標
権
問
一
昨

rノ
ー
ド
ラ
イ
／
は
、
中
正
一
日
決
判
所
、
／
）

t
是

ツ

イ

プ
ロ
パ
イ
ダ
の
み
下
円
以
円
以
済
義
務
に
つ
い
て
商
店
υ
権
者
に
よ
る
伎
岩
に
将
司
る
一
副
誕
の
誌
が
を
パ
九
日
也
け
と
せ

F
北
川
本

r
J
L
出
禁
権

省
心
中
市
一
を
信
用
川
L
U
J

る
と
し
、
ま
た
、
虫
、
山
形
査
義
務
J
U

一
｛
止
の
範
同
で
一
北
吟
て
い
る
と
工
つ
こ
と
が
で
、
ざ
る
〈

策
定
者
口
身
が
詑
体
的
る
よ
う
に
、

州問不－
3
れ
た
事
前
審
査
に
関
す
る
本
準
も
、

こ
れ
以
外
心
年

l
Jパ
に
つ
い
て
抗
除
す
る
と
い
う
趣
旨
の
絶
対
的
た
も
の
む
は
は
い
の
で
、

も
っ
と
も
、
前
述
し
七
よ
う
に
同
刀
イ
↓
ツ
イ
〆
に
は
伝
的
杓
点
力
が
ん
ア
＼

ま
た
、

斗

Iv 

ML川県
J
Y
A下
心
、
け
玄
兼
務
中
」
更
に
検
討
、
「
る
必
叫
が
あ
ろ
う
J

銘
ニ
h
J
M

問
述
裁
判
例
に
お
け
る
注
込
雲
崎
北
併
の
検
討

日
友
で
は
羽
六
引
の
と
こ
ろ
、
永
ノ
ト
V

1

y

ブ
与
の
商
標
怜
一
位
主
↓
行
為
に
悶
述
、
ν
て
モ
バ
等
慢
す
百
ア
↓
己
主
任
が
問
わ
れ
る
裁
判
例

L、
！ 

7J冶

示
ソ
ト
オ
7

ク
シ
プ
三
吋
3

ピ
ス
を
利
用
し
て
一
詐
欺
被
害
に
辿
っ
た
紋
γ

一
名
に
卜
る
利
出
品
ら
が
、
同

オ
ク
ン
ョ
ン
サ
イ
ト
達
付
会
刊
に
討
し
、
詐
欺
被
告
す
円
台
牛
じ
さ
せ
な
い
シ
ス
一
ブ
ム
を
構
築
す
へ
き
九
人
約
又
は
ん
法
行
為
法
上
の
い
け
意

義
務
を
八
訪
れ
っ
た
と
し
て
、
債
務
不
同
刊
行
メ
は
不
t
片
山
行
為
に
ぶ
つ
〈
投
与
賠
償
を
求
め
た
事
件
い
が
あ
る
。

不
ツ
ト
オ

i
ケ
シ
z
一
／
事
求
者
の
責
円
ー
に
つ
一
い
て
、
経
済
ボ
業
告
が
屯
了
説
取
引
は
戊
び
桁
報
川
町
恥
引
等
に
河
一
L
7
0
準
則
i

f悼

ゼ
肝
木
｛
千
公
表
し
、

c
t
i版

栽
作
所

hv
拘
束
す
る
も
わ
で
は
な
h
L
P
、

定
の
解
釈
？
宗
指
針
一
ゲ
↓
ぶ
し
亡
い
る
〈
ド
成

ま
f_ 
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持
則
の
茶
木
的
な
考
え
方
は
、

す
ー
ヶ
ン
ー
／
弔
栄
之
が
取
引
に
悶
片

jrる
皮
ん
け
に
t

払
っ
て
安
任
が
変
化
「
る
こ
い

3
も
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
出
品
者
と
落
札
者
の
恥
引
に
IR
設
関
口
J

し
な
い
ぬ
ム
ロ
に
は
、
出
席
則
〈
し

I
Z
R
粁
を
負
わ
な
い
子
、
シ
ス
フ
ム
の
提
供
Jf超
J
ん

亡
実
質
的
に
闘
う
」
2

匂
場
合
に
は
、
そ
の
役
草
山
に
応
じ
て
青
引
を
包
子
、
，
一
日
斗
託
け
が
あ
る
と
い
う
れ
り
と
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
シ
ス
フ

h 

管
内
す
る
義
務
も
あ
る
と
い
う
も
の

A
T
伝
い
は
、
ま
さ
に
絞
者
に
い
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
管
河
に

3
7

る
平
業
者
の
義
務
が
向
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
ハ

審
問
決
は
、
利
引
用
有
ら
と
け
イ
還
官
会
社
の
問
の

4
1
ク
ン
弓
ン
利
用
町
一
キ
刊
に
お
行
る
口
出
哀
刻
、
サ
イ
ヘ
巡
日
余
日
引
に
は
欠

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

川附の
J

げ
も
し
シ
ス
テ
ム
デ
↓
川
市
築
し
亡
H
l
仔
ス

斗1

さ
義
務

ml丸
山
る
と
し

r
工
で
、

ハ
非
凡
格
的
包
義
務
内
い
れ
に
つ
レ
て
は
、

ス
提
供
中
i
時
L

お
は
わ
る
ネ
ヴ
、
オ
ー
ク
ン
ョ
ノ
乞
め
ぐ
る
社
会
情
勢
、
問
、
足
以
視
、

二
人
一
フ
ム
の
校
術
本
［
＼
シ
ス
テ
ム
心
待
築
及
び

維
持
替
川
市
内
に
裂
す
る
費
川
市
、
シ
ス
ア
ム
げ
与
人
に
よ
る
ー
知
県
、
利
川
社
心
利
便
件
等
を
指
〈
九
日
考
山
い
し
て
判
対
さ
れ
る
べ
き
で
？
め
る
と
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
用
い
L

人
計
欽
が
命
中
し
て
い

マ
イ
ト
河
川
町
工
会
七
に
は
、

の
い
ー
で
は
、
時
ん
い
こ
印
し
て
、
相
応
の
注
立
喚
起
机
置
を

山
北
る
べ
＃
義
務
が
為
る
と
し
こ
「
：
も
っ
と
も
、
義
務
♂
反
心
布
川
正
に
悶
し
て
は
、

サ
イ
ト
誕
日
会
十
が
、
利
用
再
開
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

詐
欺
慌
害
防
7U
に
向
日
た
汀
2
5
喚
起
吹
主
施
・
同
叫
だ
、
二
l

長
去
た
め
、

始、を
d
m
介
す
る
ベ
ャ
ジ
を
設
円
る
な
〉
、

ー
記
ナ
長
務
淀
反
主
認

め
る
こ
、
と
が
で
き
な
い
と
、
）
亡
、
ロ
叶
論
的
ド
サ
「
卜
巡
骨
川
ム
山
／
ー
の
損
hL
］
賠
償
責
任
宇
内
定
、
「
心
c

こ
の
J

坊
は
、
控
訴
審
に
お
い
J
L
J
U

熊
本
的
に
繰
労
さ
れ
た
っ

こ
の
事
件
は
、
向
原
注
目
～
伝
合
け
に
悶
述
「
る
も
の
に
は
往
く
、
自
殺
的
に
は
永
3

ト
オ
ー
ク
ン
ョ
ン
サ
イ
ト
遠
山
一
苔
の
契
約
ー
の
信

政
判
一
昨
は
時
み
や
九
九
三
レ

J
、
義
務
日
u
H
体
的
、
叫
t
バ
討
を
市
じ
、

義
則
に
幕
づ
く
義
務
を
お
川
じ
た
？
も
の
で
あ
る
が
、

l
l
、、弓んゴ、

ネ
ト
／
品
木
i
玄〆

川
対
キ
士

、lJ
、j
、J

見、
M
M
パハ
F
本
準
、
一
変
用
と
効
果
、
川
一
用
者
の
刊
慢
性
守
中
一
総
合
考
慮
L
て
司
慨
す
べ
さ
と
じ
ん
一
山
は
、
シ
ス
一
プ
ム
を
格
化
市
し
侍
枕
い
す
る

モ
ー
ル
斗
J

運
営
者
の
不
法
行
為
法
H

刀
打
広
義
務
一
叱
論
じ
る
際
に
お
け
る
ネ
ァ
ヘ
：
ン
ヨ
ソ
フ
ヨ
の
批
得
権
侵
害
行
為
に
対
す
る
宇
山
出

（！メ人民半、 Gi ＇ス＇27i 出；312()(() ~ , 



r日

一台
L
R
ん
お
の
牧
村
川
い
こ
っ
て
参
J
J
い
な
ろ
λ
l

じ

J、
円問

第

M
M
m

／ 

め

主

t

別
述
L

J

J

ょ
う
に
、

日
本
刀
不
法
行
為
法
i
、
エ
ル
勾
J

語
、
パ
者
は
ネ
ヴ

T
ン
ヨ
ノ
ゾ
し
す
の
お
標
権
伝
害
行
為
に
係
る
伝
説
心
流
志
位

に
つ
き
此
4

一
滋
止
へ
ど
誌
げ
の
九
れ
る
均
台
ピ
、
不
法
行
為
志
汗
を
合
う
も
の
こ
判
事
ス
ら
れ
る
口
そ
し
て
、
こ
の
ふ
う
な
場
合
に
故
意
滋
失

7

匂
カ
に
つ
い
て
、
フ
ロ
バ
J

ダ
ぷ
b
v
u
f早
出
す
る
い
氏
刑
判
体
に
よ
る
商
標
i

徒
一
関
係
カ
ィ

f
フ
イ
〆
で
は
、
指
標
権
い
は
わ
1
口／什

る
に
践
す
る
出
可
権
者
世
J

の
中
小
中
山
に
つ
い
と
、
王
拠
の
い
＼
不
ま
で
を
民

R
せ
ず
、
高
漂
権
者
の
内
主
な
ど
送
信
崎
一
止
措
置
を
決
む
ず
る

に
出
hJ
）
念
日
性
皮
心
〈
J

呼
的
な
根
仰
が
セ
あ
れ
ば
、
ブ
叶
ト
パ
イ
ダ
が
什
三
和
効
止
杭
判
明
p
r取
る
べ
き
と
し
、
ま
れ
ヘ
明
ら
か
に
開
襟
持
や
民
正
口

ず
る
古
川
口
出
情
報
や
広
住
な
ど
に
つ
い
て
は
、

内勾りいい惟
tdc中
山
川
を
待
た
？
に
、

f
口
パ
イ
ダ
が
白
出
先
的
に
送
信
的
止
砧
置
を
取
る
う
さ

こ
と
を
史
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
一
の
よ
う
な
行
動
計
取
、
つ
広
い
モ
ー
ル
等
運
宵
名
付
伏
玄
過
失
お
け
じ
〆
犬
、

れ
る
川
氏
院
が
に
い
叫
ん
古
川
い
と
三
は
え
工
う
じ
し
か
し
、
」
れ
以
外
に
も
、

モ
ー
ル
等
茂
山
間
wvUFF
注
意
義
務
を
系
企
さ
な
い
と
し
て
過
失
あ
わ
ノ
と

さ
れ
る
は
切
〈
日
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、

土
日
↓
明
暗
で
な
い
上
ベ
ー
が
残
る
ο

具
体
的
に
モ
ー
ル
主
連
品
川
者
が
ど
の
活
援
の
一
一
「
託
寄
予
を
「

7
4ば〈
Y
H
想
的
ゐ
片
方
ω
義
務
乞
一
宏
？
に
と
～
こ
い
え
る
か
に
つ
レ
て
、

に
縦
引
き
ず
る
、
L

乙
ば
曜
か
に
非
患
に
凶
艶
で
あ
る
」
ゅ
よ
J
G
L

そ
も
、
ャ
の
義
務
の
内
容
は
、

γ
ハ
変
の
J

も
の
で
は
な
く
、
前
記
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
ン
戸
ノ
ヰ
庁
欺
事
店
い
い
に
お
汁
る
裁
判
所
心
表
現
を
計
り
れ
ば
、
そ
の
時
々
の
丸
／
ト
卜
の
伝
乙
口
事
件
を
合
む
社
会
情
勢
、
校
一
V
ポ

半
、
市
場
の
剖
肥
料
、
〈
不

i
ル勾
J
u
点、
H
者
の
利
丘
等
合
総
台
考
品
川
し
て
川
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
h

u

、
」
（
り
口
に
認
す
る
議
論
守
川
統
は
、

次
卒
片
山
訪
り
た
い
。
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制
川
市
ム
甘
十

日
中
の
比
較
と
必
ず
の
考
察

ほ
に
品
〈
た
で
つ
に
、
中
日
て
は
ネ
〆
ト
シ
ー
ソ
フ
H
J

の
利
楳
悼
怖
い
ほ
A
p
f九
に
閑
ず
る
モ
’
ル
等
渓
営
お
の
立
れ
い
に
悶
ず
る
裁
判
例

は
、
モ
i
ル
等
淫
常
者
の
事
前
半
日
肘
公
義
務
を
認
め
ず
、
ギ
続
投
箭
義
務
に
つ
、
て
も
h
r
j
f
り
限
定
し
た
も
の
し
か
認
め
て
J

な
い
た
川

モ
ー
ル
寺
運
営
者
の
泣
失
に
よ
る
共
同
不
法
行
為
頁
正
！
な
追
及
す
る
こ
に
は
沼
崎
で
あ
る
口
そ
の
時
い
読
に
、
ネ

y
f
モ
i
ル
で
収
引
ゴ
ハ

れ
る
商
品
及
U
J
れ
に
刊
必
ず
る
け
明
刊
の
円
旦
が
膨
太
で
あ
り
、
℃
ー
ル
等
返
常
者
に
宇
一
則
容
企
義
務
を
謀
、
一
と
昨
業
の
先
庭
、
か
間
半
口
さ
れ

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

不て
いr し
ぶ

ょこ っ
／？、 y

著 い
f午う
権懸
！＇！！ 念

護がーゲz
b 規
出 l
山〆」

ル「る
γ 
屯〉〕，，

l"I こ
裁 q： 〉
tf状
丹斤 ？ ll1 ： 
のぼ
iム
!J守沢.::,;: 
.~ " 
f以都
て不
L、ソ

る f

が川引
i

心
さ
れ
る
以
前
の
ノ

J

タ
l

し
か
し
、
事
前
高
査
が
似
雑
で
あ
る
こ
ー
と
は
、
事
前
審
配
義
務
述
反
J
い
う
過
失
む
認
定
に
際
し
7
よF
U

町
一
応
す
べ
J
4
1

一耐久本心

つ「一づ門

え
て
も
、
エ
れ
の
み
を
も
ツ
亡
事
前
審
査
義
務
凶
作
乞
完
全
に
否
定
す
る
山
は

i
八
ん
で
は
な
か
ろ
h

n

v

イ
ン
タ
ー
不
ッ
ト
ト
の
名
目
権

保
識
に
関
す
る
ふ
の
絞
り
庁
国
に
お
け
る
い
い
繋
結
と
政
判
例
の
い
久
化
は
一
L
戸
」
の
こ
と
を
一
市
川
」
て
い
る
し
く
い
ヒ
る
｝

こ
れ
に
比
べ
て
、

ヨ
本
は

一年
i

！
と
い
う
じ
J

い
段
階
か
ら
ブ
口
ハ

f
ダ
責
任
制
限
法
や
制
定
に
苫
作
権
か
出
保
持
か
に
限
定
せ
ず
、

モ
i

ル
等

巡
り
凡
さ
全
人
パ
一
む
7

口
バ
「
グ
の
不
決
行
為
法
！
の
拍
宗
門
恥
同
僚
汽
伴
い
問
、
」
て
、
故
士
山
川
一
ι
だ
に
つ
い
て
に
の
判
阿
茶
刊
J

乞
川
市
に
市
ν
J
1

点
は
、
汎
速
性
、
ニ
先
M
L
件
に
勝
る
1tmγ
〆
二
計
侃
「
る
こ
こ
が
で
き
よ
う
。

まん

そ
ー
ル
H

J

述
常
者
の
、
引
意
義
務
の
外
廷
を
町
議
に
線
引
き
じ
に
く
い
八
刀
、
述
内
討
白
身
に
F

士
。
副
一
一
税
制
が
紛
争
の
予
防
と

い
う
校
」
H
N
ひ
ら
重
山
釘
な
役
ム
ー
を
叫
が
た
ず
も
の
／
一
号
、
一
ス
ら
れ
、
こ
の
円
に
お
い
て
も
、
は
レ
ト
に
お
け
る
氏
問
巨
体
に
よ
っ

高
検
権
対
日
除
ガ

f
ド
？
イ
シ
は
、
完
全
で
は
な
、
に
J

へ
プ
ロ
ヴ
ー
ダ
心
行
対
ぷ
呼
の
川
町
確
化
に
役

υ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
中
川

こ
お
f
f
L
J
0
1
ノ
？
っ
ゲ
P

ド
↑
ノ
ノ
／
戸
川
！
、
一
づ
？
で
主
主
、
戸
、

V

べ

L

〈

i
T
t
：

ー

；

j
1
1
k
l
y
－

－

ヰ

l
ル
等
注
常
者
に
よ
る
rて

l
ル
等
述
常
朽
の
引
説
J

古
代
弁
ず
る 4ι？ 
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r日

I
a
h
ソ
こ
zょ
っ
ど
い
均

一

し

L

I

J

v

i

実
際
に
主
紛
hTマ
ノ
川
の
効
ゑ
を
f

人川
M

ド
ー
も
た
、
り
し
て
い
る
と
は
一
三
円
い
ほ
い
c

J、
円問

こ
の
専
門
来
者
で
な
く
て
も

放
的
ピ
広
ノ
、
気
ら
れ
て
お
り
、

侵
w 

事

実

ヌJ
, 

'"' h 
ム
会合こ

的
'd 
ーヂユ

" ＂ず
' 
十↓
:cl、

5} 
斗

め

ゐ

P三
一〆

'" つ
:k 人法学） "" :1 2!3けj所 ii[2υ1什日

d
i
臼
に
お
い
て
イ
ン
片
付
不
ソ
ト
ょ
の
偽
プ
ラ
ン
ト
の
販
む
な
y
の
尚
標
権
侵
害
行
為
が
多
ヂ
u

寸
る
こ
y
しは、

モ
ヲ
ル
ム
J

民
営
者
な

取
引
に
係
る
情
報
の
呈
が
膨
大
こ
い
h

こ
と
は
李
主
で
あ
る
刀
、
そ
の
い
情
報
は
エ
ル
件
J

一
虫
、
行
者
が
鳴
九
ん
し
検
後
L
1
yンス一
7

ム
上
ピ

占
め
り
、
少
な
く
と
も
J

の
惰
ほ
収
集
に
用
難
が
あ
る
と
は
い
え
仕
い
。
ま
止
、
ン
ス
フ
ム
ー
に
行
わ
れ
る
取
引
は
、
モ
i
ル
等
運
営
者

日
一
以
人
源
で
も
あ
り
、
清
川
以
刊
J

タ
ゲ
レ
分
、
収
人
J
b
哨
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
事
心
主
義
務
を
軽
減
す
る
担
山
間
に
は
な
ら
た
い
c

午
l
ル

川
J

川
旭
日
者
に
は
、
そ
の
杭
拾
に
担
任
U
ず
る
責
庁
主
と
し
て
、
市
山
U
権
者
の
格
引
を
侵
害
し
、
社
会
的
に
も
非
持
さ
れ
る
べ
き
市
川
L
存いい二口

れ
為
セ
イ
に
き
Q

に
村
山
リ
ナ
る
と
い
う
義
務
を
負
わ
せ
る
へ
き
し
一
い
え
よ
う

こ
れ
に
1

可
し
て
、
日
本
で
は
、

ネ
ッ
ト
一
心
同
月
小
権
J

ぞ
い
に
院
「
る
一
七
ー
に
等
述
骨
者
の
台
一
れ
い
が
小
山
町
わ
が
る
ぷ
判
例
が
ほ
い
－

T
L
F

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
程
の
川
市
山
市
中
仏
日
午
が
ま
だ
少
白
い
が
、
こ
の
事
実
は
、

E

l
ル
ぷ
で
辺
蛍
若
が
j
記
の
よ
う
と
努
ハ
ハ
一
七
払
わ
な

く
て
工
い
と
い
う
こ
と
を
立
は
し
な
い
。
紛
争
が
少
は
い
こ
と
は
、

M
川y
人
心
z山
主
税
y
b

さ
る
こ
と
と
が
、
り
、
日
初
半
的
な
刑
事
抗
売
に
工

ヨトヘ

T
Fも
ネ
ト
上
の
商
阿
川
権
侵
午
前
ず
犯
の
冊
目
や
か
少
尽
く
な
く
、
刑
古
甲
山
怖
発
に
よ
っ
亡
い
ん
む
紛
争
の
党

る
と
こ
ろ
も
多
い
五
段
、

仕

Jh乙
十
九
州
ー
に
防
い
だ
と
い
え
る
ふ
同
も
あ
？
、

c

ご
の
t
Z
J
な
公
共
の
コ
ス
ト
に
よ
ゐ
J4～
シ
乞
rhHP
に
「
ゐ
つ
も
り
は
な
い
が
、

ん

恥
p
グ

の
7
4

ス
ト
ム
γ
気
料
」
2

べ
き
は
モ
ル
持
軍
営
者
で
あ
る
こ
阿
心
わ
れ
る
n
L
亡
が
っ
て
、
侵
合
状
況
が
少
な
い
状
況

F
で
は
、

モ
ー
ル
世
守

:h 

る
}j 
標
権
佼
筈
千了
為

す
る
高；
ヌ＇1
す匂

務
慾
刀

経
時

る

あ
る

！、, 
7J、

者
全
義
務
が
全
く
白
い
b

い
う

二
一
に
は
な
ら
ぽ
ー
、
だ
ろ
、
寸
U

共
体
的
、
仏
者
査
表
あ
の
守
容
こ
し
て
は
、
川
コ
ヂJ
が
長
此
い
す
ぎ
て
i
ル
上
り
取
引
一
杓
械
を
欧
視
し
、

eA標
権
侵
害
行
為
を
識
別
す
る
体

町
叫
士
件
、
え
る
、
ア
こ
か
考
え
ら
れ
よ
う
（
特
に
附
～
刊
誌
混
常
行
持
と
し
て
偽
ゾ
一
y
J
ト
品
の
販
売
が
多
レ
と
忠
h
れ
る
か
、
そ
の
時
々
の



十
削
除
権
侵
LT
エ
一
件
の
動
向
に

U
、
〕
て
、
昌
ぉ
刷
一
MUT
ヤ
i
L
V

に
庶
民
体
制
を
的
ル
す
る
こ
と
や
、
前
標
権
者
と
あ
ー
っ
し
m’
じ
め
連
出
向
↑
＼
き
る

体
制
を
此
一
J
Lる
f
と
も
あ
り
待
主
J
O

こ
の
目
立
ノ
な
い
wむ
を
恥
っ
て
も
」
1
J

べ
て
の
侵
害
を
防
止
「
る
」
こ
は
f
h

可
誌
で
あ
ろ
う
が
、
什

ム
ム
情
事
↑
ゃ
い
拭
（
怖
い
ぶ
押
な
ど
か
ら
存
飢
的
ピ
？
ザ
午
、
、
安
当
こ
さ
れ
る
科
ト
安
心
市
有
林
制
を
時
備
、
ご

ωい
場
与
に
は
、
ハ
G
4
4
的
な
、
引
意
義
務

を
栄
之

L
て
い
な
い
と

L
T
、
泊
先
責
任
を
同
わ
れ
て
も

t
万
が
は
い

2
忍
わ
れ
る
。

y
ぃ、、山ノ二、
2

7

｝伊／」

ナ
」
一
ゾ
プ
し

1t
仇
T
Y

電f曲以＂＇におげる足当球培 o;!';l)iこl''.ltl羽7むの責ff

本
隔
で
は
、
ネ
ァ
ト
シ
ゴ
ゾ
プ
、
オ
ー
ク
シ
i

J

山
手
14
に
よ
る
出
件
i

権
侵
主
口
行
為
に
対
ず
る
そ

l
ル、

オ
ー
ク
、
ン
日
〆
民
J

運
営
者

心
開
夜
間
勺
士
p
kに
つ
い
て
、
中
国
mv
教
判
例
乞
素
μ
刊と

1
て
、
こ
心
分
野
に
関
ず
る
日
中
阿
用
心
ー
リ
「
い
さ
ら
に
は
日
本
i

に
お
げ
る
わ

政
実
務
心
ザ
イ
い
ソ
イ
ノ
ほ
ど
を
比
較
分
析

L
た

そ
の
際
に
、

そ
1
ル
等
述
営
者
か
過
半
八
に
よ
る
不
い
行
為
責
F
T
J
ど臼（
F

っ
か
ど
う

か
、
臼
？
っ
と
「
す
れ
ば
注
有
山
義
務
の
内
容
と
し
て
の
事
前
事
長
義
務
T
／
一
事
絞
波
山
義
務
は
い
か
な
る
も
の
か
を
寸
心
に
議
命
を
し
れ
j

d

止
ト
ヘ
湘

2
し
、
、
従
了
モ

i
ル弘
J

通
宮
壱
は
ム
口
開
一
的
三
汀
意
義
務
2fuμ

っ
た
場
九
日
山
、
過
失
に
よ
っ

t
不
出
行
為
責
仔
な
臼
（
う
べ
き
で

あ
わ
、
こ
の
場
合
の
注
玄
義
務
の
円
谷
と
し
て
、
ス
リ
ト
ン
ョ
ッ
フ
等
に
よ
る
商
際
性
佼
中
行
為
に
つ
き
、
尚
開
校
ケ
ム
ヰ
J

か
ら
〈
日
間
的

な
校
拠
J
U
三
位
什
っ
た
通
知
を
受
日
れ
は
、

ベ
レ
等
述
、
一
ぜ
門
若
け
に
は
込
用
停
仁
常
田
守
Pγ
ム
パ
む
必
加
に
な
情
霊
を
こ
る
と
い
う
車
一
段
以
済
義
務
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
ー
の
4
4
J
勾
通
知
が
な
く
て
も
、
司
会
情
勢
や
長
術
本
市
ー
な
と
か
ら
容
飢
的
に

JR
て
一
正
当
！
く
さ
れ
る
松
広
心
審
査

体
制
を
此
一
ょ
惰
ー
｝
、

モ
ー
ル
ト
の
宥
襟
枚
以
i
pれ
ぬ
を
牝
渇
す
る
と
い
有
事
記
者
六
」
ヤ
河
川
相
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
口
ハ

H
に
析
に
に
滝
川
一
佼
在
責
任
法

（
小
法
ノ
七
品
法
）

が
山
叩
一
定
さ
れ
、

(( 

Jc 

中
涯
で
は
二

C
C九
刊

一
ハ
ノ
／
J
4サ
J

A

いに

日
払
hpp版
行
さ
れ
一
～
。
司
法
一
六
条
は
お
円
以
の
責
斗i
」V
4
4
吟
た
規
定
で
d

の
り
、
司
条
項
は
不
ノ

l
ワ
ク
判
明
者
の
権
利
一
伝
宝
F
b
h

る
に
つ
き
格
引
者
口
出
叩
に
述
矧
L
f
れ
ば
、
ヨ

τ
い
は
八
北
川
仰
な
く
必
要
な
品
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一
向
寸
！
？
こ
ら
な
け
れ
ば
連
帯
責
汗
乞
負
一
〕
と
規
定
し
、
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r日

山
古
川
町
店
つ
が
れ
ノ
ト
ワ
ヲ
ー
ク
利
川
喜
の
権
利
侵
主
行
為
主
知
り
な
が
ら
必
定
な
情
註
を
と
つ
な
け
れ
ば
連
帯
主
任
主
わ
γ
？
と

rr  

！、、4

二
ハ
ノ
は
本
稿
で
い
う
事
伶
投
JAv寸
千
件
に
関
す
る
組
ど
で
あ
ろ
と
考
え
ら
れ
、
権
利
者
の
通
知
に
証
拠
を
州
け
っ
こ
乙
ー
を
裟
ポ
ナ
）

J、
円問

亡
い
な
い
弓
を
考
、
え
れ
ば
、
木
穏
で
攻
り
卜
げ
た
従
来
の
裁
判
的
よ
れ
止
ぷ
踏
み
込
ん
だ
乙
い
え
る
ロ
し
か
し
、

日
ャ
は
［
日
勺
の

ト
計
り

ι日
る
べる
り
も
っ
と
も
、
＝
項
に
い
う
ー
虹
り
な
が
ら
t

を
山
批
実
戸
山
J

佼
A

ム
口
行
為
」
／
一
知
3

て
い
る
ζ

い
う
窃
づ

場
合
に
責
任
z
ぜ
負
う
こ
と
を
規
定
し
℃
い
日
ど
「
ご
か
ら
、
判
的
ワ
心
事
前
審
査
義
務
を

較
的
に
否
定
L
て
い
る

浪
宅
l
亡
別
出
向
刑
す
れ
ば
、
柱
列
者
に
J
去
し
の
一

y止
ぼ
通
常
納
め
て
難
し
レ
と
考
え
ら
れ
、
同
項
の
必
宇
広
設
を
斗
へ
い
か
ね
な
レ
に

さ
ら
に
、
ネ
ソ
ト
り

1
7
7仁
正
札
者
住
権
公
ULr什
均
一
三
川
い
り
又
は
知
町
行
る
べ
き
で
忘
つ

に
、
京
市
U

が
連
帯
責
汗
セ
仏
？
っ
と
却
版
記

ず
る
前
↓
正
一
情
報
不
日
、
ヮ
1
7伝
達
権
保
護
条
例
一
二
一
条
は
、
権
利
伎
山
主
任
」
慌
が
制
定
路
行
さ
れ
た
一
玩
芦
ー
に
お
い
こ
jo、
引
き

続
き
有
幼
で
み
る
三
と
を
考
え
れ
ば
、
格
引
川
丸
山
王
口
責
H
f
I
弘
二
六
条
一
玖
の

に
、
一
知
り
得
る
べ

F

、、；
i

J

i

一

戸
ユ
日
正
ふ
れ
る
と

知
り
な
パ
刊
J

ら

m
rる
こ
と
は
不
可
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で
は
必
い
J

仮
内
「
結
設
え
ッ
ト

7
1
ク
伝
産
権
保
護
条
例
」
一
一
条
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権
利
以
宝
一
↓
宣
伝
空
一
六
条
の
符
別
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と
日
一
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つ
け
て
、
ヱ
ハ
条
一
項
に
「
知
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但
け
る
べ
き
一

こ
と
は
合
j
れ
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、
同
広
は

ZHv
の
責
任
を
制
限
的
に
規
定
し
て
い
る
と
解

、J
て
J
E
、
凶
椋
権
佼
宝
一
行
為
は
H

者
作
搾
れ
比
五
行
為
に
刊
〕
て
悦
つ
べ
き
で
め
り
、
一
ハ
条
一
項
は
乞
い
岩
山
」
損
な
と
一
U

論
の
白
出
乙
の
パ

一
プ
〆
ス
い
小
問
わ
れ
る
山
市
川
け
に
限
定
、
J

J

L

池
町
ず
る
と
ζ
げ
か
印
ま

J

い、

い
ず
れ
に
ヲ
〆
て
司
王
、
新
権
利
佼
室
長
任
法
三
ハ
条
の
解
釈

を
九
日
む
こ
れ
り
の
問
思
に
つ
い
て
、
ん
f

品
川
の
中
出
に
お
げ
る
，
γ
説
ぐ
裁
判
的
の
民
間
に
注
司
l

】
〆
た
い
。

市一

t
k
目
、
凶
漂
桂
川
伝
言
行
I

持
を
A4
（
悼
公
ι
υ
y
r年
ず
匂
十
勺
ャ
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山
山
》
F
L

る
尚
吾
川
ー
は
ι
二
夕
刊
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ア
れ
つ
の
行
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守
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同
尽
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す

る
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ぶ
J
M
r
h
v
一、い
7
9
0

マ
一
一
一
り
ケ
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よ
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任
気
掛
標
権
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許
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J

ど
又
け
ず
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又
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煩
似
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利
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貨
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制
限
と
川

r

人
ば
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幻
一
ノ
る
尚
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山
一
f

健
所
す
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、
【
Jに
よ
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ぱ
、
一
パ
刊
誌
十
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涼
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山
梓
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h
H
1
P
J
ム
ニ
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口
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版
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ア
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こ
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t
h
J一」れ尚

河川権佼ル五円行
I

刈
で
あ
ど
一
な
お
、
司
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ド
一
対
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わ
一
げ
る
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今
、
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で
あ
り
、
一
四
人
れ
信
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刊
蒲
浅
専
阿
川
慰
（
～
ぐ
り
切
の
損
害
立
与
え
守
山
ご
し

ェ
タ
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＋
削
除
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日
比
一
ム
「
勺
為
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て
い
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J
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布
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法
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台
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仁
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］
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叫
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叫
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司
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｛
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H
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判
げ
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ハ
六
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宇
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一
二
三
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二
川
右
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一
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号
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一
一
一
一
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ー
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J
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号
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4
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（
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海
十
に
内
凶
紋
人
民
ア
｛
八
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ヘノん
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二
ハ
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判
決
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凶
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日
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月
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、
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／
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｜
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司
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貝
仔
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1
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｜
｜
」
取
し
人
法
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v
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Z
P
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日
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川
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ヨ
友
会
開
リ

（
万
一
洪
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電
了
ふ
ル
三
官
的
地
位
あ
令
訓
一
標
桂
信
害
事
刊
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｛
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げ
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に
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子
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一
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一
ハ
J
F
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L
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1勺
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七
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P
J
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一
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一
定
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エ
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泊
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的
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づ
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に
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い
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一
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前
i
J
j
v
h
p
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J

i
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叶
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刊
仇
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人

中
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式
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i

中
川
下
半
れ
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け
出
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託
子
加
点
岸
被
二
円
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心
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小
人
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勺
十
川
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二
丸
P

ヘ
刊
比
一
肌
広
恥
扶
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淳
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回
v
H
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ソ

り

ぱ
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相
w
f
J
U
不
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行
沖
合
江
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r
j
b
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内
斗
生
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コ
ロ
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年
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J
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九
亡
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注
目

ヘ
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日
）
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山
一
ヘ
百
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一
町
一
ィ
涛
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「
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了
商
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モ
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一
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椋
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こ
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刊
m
パ
？
太
子
ノ
一
系
氏
二
、
ノ
ハ
七

1
日
一
号
一
ノ
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ハ
川
百
一

（
江
一
常
務
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定
忘
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通
信
伐
r
材
結
状
w
H
力
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書
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情
青
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限
及
び
光
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昔
恰
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r
m
y
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凶
戸
川
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日
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宇

4
二
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i
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円
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本
5
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一
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叫
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ク
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速
汁
苦
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仁
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｛
句
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。
ロ
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x
z
i
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一
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手
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）
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（
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｝
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に
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泊
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一
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山
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湾
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製
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さ
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v
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油
ロ
刊
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指
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げ
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し
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樗
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間
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保
ガ
ィ
；
ノ
J
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一
叫
二
ド
川
い
作
の
本
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伴
μ
一
目
、
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市
桂
川
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引
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確
認
、
法
告
ル
H
4

一
刊
の
引
宅
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町
切
る
情
J

位
以
外
～
＼
面
対
柱
仏
市
「
心
伴
d
、
つ
い
て
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、
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本

的
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畑
仕
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守
口
申
泌
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も
っ
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充
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一
〕
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い
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一
悼
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ん
J
p
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六
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刀
、
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叫
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日
刊
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，
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］
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古
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4
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出
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℃
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r
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r－月。

（
札
一
拙
川
和
e

h

特
注
－
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取
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＼
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よ
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h
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＝
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又
汁
こ

り

ωλ
守
二
。
初
ん
て
半
J

寸
河
川
没
害
相
誌
を
削
除
す
る
な
と
安
「
何
果
ム
ゲ
ー
除
ナ
パ
マ
へ
き

μ
L
て
い
る
一

（
お
｝
笠
察
庁
止
で
中
安
ふ
［
川
F

百
梓
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光
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仏
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冒
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椿
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